
 

 

 

 

令和５年８月吉日 

株式会社日本政策金融公庫土浦支店 

 
 

 

 

 

 

 

土浦商工会議所と連携し、水戸信用金庫土浦支店と日本政策金融公庫土浦支店国民生活事業（以

下、日本公庫）は、土浦市の老舗焼き鳥店「安兵衛 本店」の親族外事業承継にかかる融資を協調

で行いました。 

当店は、地元で５０年続く焼き鳥店で、秘伝のニンニクだれが常連客に人気の店舗でしたが、後

継者が不在となり、廃業の危機にさらされていました。そこで、常連客の一人である長井氏が、承

継に名乗り出ました。しかし、飲食店等での勤務経験がない同氏は、土浦商工会議所に相談。即座

に、事業承継ネットワーク機関である、水戸信金と日本公庫と情報を共有。３機関で連携し、創業

にかかるサポートを実施いたしました。 

日本公庫は、今後も地域関係機関のネットワークを活かし、事業承継を進める方、新たに事業を

始める方の資金調達を積極的に支援していきます。 

＊“継ぐスタ”とは、事業を受け継いでスタートする創業形態の略称です。 

 

＜融資先の概要＞ 

商 号 安兵衛 本店 代表者 長井 健太 

住 所 土浦市右籾２７２０－１ 業 種 焼き鳥店 

事業承継の概要等 

・令和５年８月に、長井 健太氏が、後継者不在に悩む土浦市の「安兵衛 本店」(焼き鳥店)の基盤を承継し

て創業。 

・同店の前経営者は、長井氏が常連客であることに加え、ともに働いていた母が調理中に倒れてしまった時、

カウンターを乗り越えて救護してくれたことで、信頼できる人物であることを感じ、後継者にすることを決意

した。 

・前経営者は、創業後もしばらく調理の指導者として、サポートを行う。 

・長井氏は、営業基盤を承継することに加え、ＳＮＳの活用等により、新規顧客の開拓も計画している。 

 

ニュースリリース 

後継者不在の老舗焼き鳥店を３機関で支援し、“継ぐスタ”（＊）を実現 

～地元商工会議所と連携し、地域金融機関と日本公庫が事業承継にかかる資金を支援～ 

土浦商工会議所  



 

 

 

 

〇秘伝のニンニクだれの入った壺の受け渡しを行っている様子。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

左から、日本政策金融公庫土浦支店岡野上席課長代理、水戸信用金庫土浦支店宮川次長、前経営者

佐藤氏、現経営者長井氏、土浦商工会議所中小企業相談所飯野所長 

 

 

〇前経営者から現経営者へ、事業承継にかかる熱いエピソードに皆が聞き入る様子。 

 

 

 

＜お問い合わせ先＞ 

「安兵衛 本店」           ＴＥＬ：090-5540-8083 （担当：長井） 

土浦商工会議所            ＴＥＬ：029-822-0391 （担当：飯野） 

水戸信用金庫土浦支店         ＴＥＬ：029-821-1790 （担当：宮川）  

日本政策金融公庫土浦支店国民生活事業 ＴＥＬ：029-822-4141 （担当：土岐、岡野）    


